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主体的に生きる児童生徒

健やかに生きる児童生徒

心豊かに生きる児童生徒

学校だより
福島県立郡山支援学校
令和６年７月19日
令和６年度  第１号

・「情報活用能力」を育む授業づくり
　本校では、教員の授業力向上を目指し、授業研究に取り組んでいます。研究テーマは、「『３つの資質・能力』の育成
を目指す学習の基盤となる『情報活用能力』の育成」（３か年計画）で、今年度は１年目の取組となります。学習指導要
領によると、「情報活用能力」とは、「情報及び情報技術を（中略）活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成
したりしていくために必要な資質・能力」とされています。
　研究１年目となる今年度は、６～８名程度のチームで担当する児童生徒が情報（見えるもの、聞こえるもの、触って感
じるもの、知識など）をどのように捉えているのか、情報をどう使っているのかなどについて共通理解を図り、情報活用
能力を育むための授業づくりに取り組んでいます。
　児童生徒が五感で感じたもの、知識・技術（情報機器の活用を含む）で身に付けた力を生かしながら、問題を発見・
解決したり、自分の考えを形成したりするなど、より豊かな学校生活を送ることができるよう取り組んでいきます。

　今年度は、小学部６６名、中学部２９名、高等部６１名　計１５６名でスタートしました。
　本校では、児童生徒一人一人のよさや可能性を広げ、社会とつながる「生活
に生きる力」を育むため、卒業後の社会参加を見据えた、主体性を育む指導など、
キャリア教育の充実に努めています。また、児童生徒への 1 人１台の学習用端
末の導入を踏まえ、デジタルとリアルの双方の良さを生かした学習活動に取り
組むとともに情報活用能力を育成するための授業づくりを実践していますので
今後とも、保護者や地域の皆様の御理解、御協力をよろしくお願いします。

＜学校教育目標＞
『一人一人のよさや可能性を広げ、「生活に生きる力」を育み、自立し社会参加できる児童生徒
の育成を目指す。』
＜令和６年度教育課程重点目標＞
『情報活用能力を育成するため、個に応じた指導の充実を図りながら、各教科等の特質を生か
した授業づくりを実践する。』

校 長　齋藤  成子

「生活に生きる力」の育成を目指して

学校経営・運営ビジョンに基づく、本校の取り組み状況をお知らせします｡

　普段の学校生活や産業現場等
における実習での経験と、これま
で学習してきた「人との関わりに
関すること」を関連付けて学習し
ました。学習の中で、普段の行動
や思いを板書して可視化すること
で、今後のより良い行動や周りへ
の言葉掛けなどについて気付くこ
とができ
ました。

　道徳科の中で、写真やイラスト
を使って、「相手の気持ち」「自分の
気持ち」について考えてきました。
　学習の成果として、友達のため
に行動したり、心配したりする姿が
多く見られるようになりました。ま
た、友達に「ありがとう」の感謝の
気持ちを伝えることが増えてきて
います。

　「人との関わりに関すること」の
内容の中で、言われて『うれしいこ
とば・いやなことば』を考えました。
嬉しい言葉には、「たすかったよ」
「ありがとう」「すてきだね」などが
出されました。やっぱり嫌な言葉よ
り嬉しい言葉がいいね、と話し合
いました。

・体験的な活動を取り入れた道徳の授業づくり
中学部 高等部小学部

　本校では、保護者の協力の下、看護師及び研修を受
けた教員がケアを実施しています。教員と看護師が連
携することで、児童生徒の体調が整い、教育効果を高
めていくこと、ケア
を通して児童生徒
との信頼関係を深
めていくことを大
切にしながらケア
を実施していま
す。

・連携を大切にした安心・安全な医療的ケアの実施

　自分の健康状態を正しく認識
し、心と体の健康を保つため保健
体育の授業と定期的に実施する
身体測定を関連させて保健指導
を行っています。

　手洗いを通して手や体を清潔に
保つこと、自分の体を大切にする
気持ちを育てることを目指し、指導
を行っています。

・心と体を大切にする保健指導
中学部 高等部小学部
　中学部では、お互いを認め合い、
楽しみながら保健学習ができる環
境を充実させています。生徒一人
一人の生活につながる授業づくり
を行っています。
【保健　私達の健康と感染症】

目指す子供の姿

心豊かに生きる児童生徒 健やかに生きる児童生徒主体的に生きる児童生徒

　本校の給食は、「普通食」「特別食（軟
菜・煮込み・ペースト）の４形態で提供し
ています。
　特に、特別食は、それぞれの段階の
口の動きや飲み込みの力に応じて、安
全においしく食べることができるよう、
軟らかさやまとまりに気を付けながら
丁寧に作っています。

副菜のサラダ（ペースト食）
食材の味や色を感じることができるよう、
素材ごとに調理して提供しています。

・４つの食形態による安全な給食


